
　
「
当
郷
に
銘
酒
を
出
す
。
其
の
名
を

桜
川
と
い
う
。
ま
た
俗
に
鹿
屋
酒
と
呼

べ
り
。」と
あ
る
の
は
、
江
戸
時
代
後
期

に
薩
摩
藩
が
編
さ
ん
し
た「
三さ

ん

国ご
く

名め
い

勝し
ょ
う

図ず

会え

」。
領
内
の
地
誌
や
名
所
を
記
し

た
こ
の
書
物
の
中
で
、
鹿
屋
に
存
在
し

た
銘
酒「
桜
川
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
桜
川
」は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時

代
に
か
け
て
市
内
で
作
ら
れ
て
い
た
お

酒（
あ
ら
れ
酒
）
で
、
藩
主
の
島
津
家

や
琉
球
王
に
も
献
上
さ
れ
る
ほ
ど
の
名

品
で
し
た
。
島
津
家
が
開
く
宴
や
高
貴

な
人
へ
の
も
て
な
し
に
使
う
お
酒
は

「
桜
川
」と
指
定
さ
れ
て
い
た
と
い
い
ま

す
。
そ
の
名
は
、
お
酒
の
中
に
含
ま
れ

る
成
分
が
、
桜
の
花
び
ら
が
散
る
よ
う

に
見
え
た
こ
と
か
ら
、
琉
球
王
に
よ
っ

て
名
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

昔
、
鹿
屋
で
起
き
た
出
来
事
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
！

カ

ノ

ヤ 

タ

イ

ム 

ト

ラ

ベ
ル

藩から下
か

賜
し

された看板。
明治16・17年頃の大火の
影響で製造は衰退した。

琉
球
王
が
名
づ
け
た
銘
酒「
桜

さ
く
ら

川が
わ

」

鹿屋大橋の渡り初め（下祓川町、西祓川町）

今
昔

国道 220 号鹿屋バイパスにあり、多くの車が行き交う「鹿屋大橋」は、

昭和 61 年に開通しました。その全長は 543.21 ｍ。当時は九州で２

番目に長い陸橋でした。同年４月５日の開通式で行われた渡り初め

には、市民約 1,500 人が参加。平成４年に鹿屋バイパスは全線開通し、

平成 22 年には片側２車線へと拡幅され、周辺の渋滞が緩和しました。

写 真 で 見 る 「 か の や 」 の 今 ・ 昔

昭和61年４月

　

ま
た
三
国
名
勝
図
会
の
中
で
は
、「
其

味
清せ

い

爽そ
う

に
し
て
、
甘
美
な
り
。
本
藩
の

う
ち
、
酒
の
絶
品
と
す
。
～
（
中
略
）

～
此
の
酒
の
絶
品
な
る
も
ま
た
水
の
力

に
も
よ
る
べ
し
」
と
も
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
醸
造
用
の
水
は
、
酒
屋
の
宅
地
内

の
井
戸
水
、
又
は
鹿
屋
城（
現
在
の
城

山
公
園
）
内
の
湧
き
水
と
の
説
が
あ
り

ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
市
内
の
良

質
な
水
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

伝
承
に
よ
る
と
、
毎
年
正
月
２
日
早

朝
の
行
事
と
し
て
、
酒
屋
の
使
用
人
た

ち
数
十
人
が
、
身
を
清
め
裸
に
な
り
、

手
ぬ
ぐ
い
鉢
巻
で
勇
ま
し
く
池
に
飛
び

込
み
、
桶
や
た
る
に
水
を
組
み
入
れ
運

ん
だ
そ
う
で
す
。
こ
の「
醸
造
祭
り
」

は
見
物
者
が
多
く
、
当
時
か
ら
お
酒
が

人
々
に
愛
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

城山周辺では今も水が
こんこんと湧き出る

文

肝属川

鹿屋バイパス

550

220

504

鹿屋大橋

鹿屋中
至郷之原

至笠之原

至高隈
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